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肥沃な土壌をつくってきた菊池川

「天然クーラー」と称される 滝の形もさまざま 秋の菊池渓谷

菊
池
川
と
菊
池
渓
谷

菊池川 日本遺産 検索

て
き
ま
し
た
。

菊
池
渓
谷

　菊
池
渓
谷
は
、
菊
池
川
の
源
流
の

一
部
で
菊
池
市
街
地
か
ら
東
へ
約
17

㌔
、
阿
蘇
外
輪
山
の
北
西
部
の
標
高

５
０
０
㍍
〜
８
０
０
㍍
の
間
に
位
置

し
、
約
１
１
９
３
㌶
の
広
大
な
面
積

を
誇
り
ま
す
。

　阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
の
一
角

を
な
し
、
う
っ
そ
う
と
し
た
天
然
生

広
葉
樹
で
覆
わ
れ
、
大
小
さ
ま
ざ
ま

な
瀬
と
渕
と
滝
が
あ
り
ま
す
。
変
化

に
富
む
渓
流
と
美
し
い
森
林
が
お
り

な
す
景
色
は
ま
さ
に
絶
景
。
日
本
森

林
浴
の
森
百
選
・
日
本
名
水
百
選
・

日
本
の
滝
百
選
な
ど
に
選
ば
れ
、
西

日
本
有
数
の
景
勝
地
と
し
て
全
国
の

写
真
家
に
人
気
の
高
い
場
所
で
す
。

　夏
で
も
平
均
水
温
は
13
度
と
低

く
、
避
暑
地
と
し
て
最
適
で
、
毎
年

多
く
の
観
光
客
や
地
元
の
人
た
ち
が

訪
れ
ま
す
。
夏
だ
け
で
は
な
く
、
春

は
新
緑
、
秋
に
は
紅
葉
、
冬
は
全
山

に
霧
氷
の
花
が
咲
く
な
ど
、
四
季
を

通
じ
て
訪
れ
る
人
々
の
心
を
な
ご
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。

　菊
池
川
流
域
の
人
々
は
、
菊
池
川

を
活
用
し
な
が
ら
も
、
自
然
と
景
観

を
守
り
つ
つ
、
菊
池
川
に
寄
り
添
っ

て
生
き
て
き
ま
し
た
。
二
千
年
の
米

作
り
の
歴
史
は
、
菊
池
川
と
と
も
に

生
き
て
き
た
人
々
の
歴
史
そ
の
も
の

で
す
。

　（担
当
：
菊
池
市
生
涯
学
習
課
）

菊
池
川

　阿
蘇
北
外
輪
山
か
ら
有
明
海
へ
と

西
流
す
る
菊
池
川
は
、総
延
長
71
㌔
、

流
域
面
積
９
９
６
平
方
㌔
㍍
の
一
級

河
川
で
す
。
高
低
差
が
少
な
く
、
特

に
山
間
部
か
ら
菊
池
市
隈わ

い

府ふ

市
街
地

に
至
る
ま
で
に
高
低
差
の
大
部
分
が

消
化
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
隈
府
市

街
地
か
ら
玉
名
市
の
河
口
ま
で
の
流

れ
が
、
非
常
に
緩
や
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　菊
池
川
は
、
豊
か
で
清
ら
か
な
水

と
肥
沃
な
土
壌
を
も
た
ら
し
、
特
に

中
流
域
の
菊
池
か
ら
山
鹿
に
か
け
て

広
が
る
「
菊き

く

鹿ろ
く

盆
地
」や
下
流
域
の

「
玉
名
平
野
」は
、
古
代
か
ら
米
の

一
大
生
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　物
流
の
大
動
脈
と
し
て
も
県
北
地

域
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
水

運
を
利
用
し
て
中
央
や
海
外
と
米
や

物
産
の
取
り
引
き
が
盛
ん
に
行
わ
れ

菊池市
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け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
城
跡
か
ら
は
、
素
晴
ら

し
い
遺い

構こ
う

が
、
次
々
に
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。

調
査
の
進
展

こ
れ
ま
で
に
、
大
小
５
本
の
堀ほ
り

切き
り

を
確
認

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
中
で
、
大
規
模

造
り
の
３
本
を
説
明
し
ま
す
。

〔
Ｃ
地
区
〕
主
軸
尾
根
筋
は
、
こ
こ
を
軸
に
、

北
東
側
と
西
側
へ
延
び
て
い
ま
す
。

〔
堀
切
３
〕
西
側
の
変
化
点
を
断
ち
切
り
ま

す
。
段
落
ち
の
尾
根
筋
が
、
極
端
に
括く

び

れ
る

所
で
す
。
上
場
幅
10
ｍ
、
堀
底
（
イ
）
と
の

高
低
差
は
、
Ｃ
地
区
（
ロ
）
か
ら
４
・
１
ｍ
、

Ｆ
地
区
（
ハ
）
か
ら
２
ｍ
。
堀
底
は
、
長
さ

５
・
８
ｍ
、
幅
７
・
８
ｍ
。
南
側
は
、
神
社
造

営
時
（
江
戸
時
代
）
に
削
ら
れ
ま
し
た
。

〔
堀
切
４
〕
尾
根
筋
は
、
Ｇ
地
区
で
小
山
に

な
っ
た
後
、
緩
傾
斜
と
な
り
、
（
ト
）
か
ら

再
び
、
上
り
に
転
じ
、
Ｈ
地
区
に
至
り
ま
す
。

堀
切
４
は
、
尾
根
筋
の
変
化
点
に
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
中
央
部
で
、
上
場
幅
９
ｍ
、
堀

底
（
ニ
）
と
の
高
低
差
は
、
Ｆ
地
区
（
ホ
）
か

ら
４
・
２
ｍ
、
Ｇ
地
区
（
ヘ
）
か
ら
２
・
９
ｍ
。

平
底
で
、
幅
２
・
５
〜
４
・
５
ｍ
、
南
北
両
端

が
、
ラ
ッ
パ
状
に
開
き
ま
す
。
長
さ
は
19
ｍ

も
あ
り
、
典
型
的
な
堀
切
で
す
。

〔
Ｈ
地
区
〕
Ｈ
地
区
か
ら
堀
切
５
ま
で
は
、

整
形
さ
れ
た
長
方
形
状
の
緩
傾
斜
地
（
長
さ

19
・
５
ｍ
、
幅
12
〜
７
・
５
ｍ
。
高
低
差
２
・

４
ｍ
）
に
な
り
ま
す
。
こ
の
興
味
あ
る
整
形

地
の
用
途
は
、
わ
か
り
ま
せ
ん
。

〔
堀
切
５
〕
尾
根
の
緩
傾
斜
地
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
南
端
に
岩
脈
（
凝
ぎ
ょ
う

灰か
い

岩が
ん

）
が

通
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
を
土ど

橋ば
し

状
に
浅
く

掘
り
残
し
て
、
北
側
へ
の
大
規
模
な
竪た
て

堀ぼ
り

に

な
っ
て
い
ま
す
。
最
上
部
と
最
下
部
の
高
低

差
は
、
６
ｍ
に
達
し
ま
す
。
Ｈ
地
区
の
北
西

端
に
は
、
堀
切
に
伴
う
長
さ
14
・
５
ｍ
、
幅

１
・
５
〜
２
ｍ
の
土ど

塁る
い
が
積
ま
れ
て
い
ま
す
。

堀
底
（
チ
）
と
の
高
低
差
は
、Ｈ
地
区
（
リ
）

か
ら
４・６
ｍ
、対
岸
尾
根
の
（
ヌ
）
か
ら
２・

５
ｍ
。
堀
底
は
、
長
さ
19
ｍ
も
あ
り
、
上
場

幅
は
、
中
央
部
で
８・５
ｍ
。
Ｈ
地
区
側
の
肩

部
は
、
地
表
面
が
真
一
文
字
に
整
形
さ
れ
て

い
ま
す
。

土
橋
は
、
平
時
の
際
、
当
然
、
通
路
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
有
事
の
際
、
柵
な

ど
で
、
完
全
に
遮
断
さ
れ
ま
し
た
。

神尾城跡測量図（抜粋）

堀切５
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堀切３

神尾城跡周辺地形図
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元・菊
水
町
史
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纂
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）

か
み

お

じ
ょ
う

あ
と

歴
史
調
査
の
楽
し
み
方
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